	

	●○○　第１５０回あすか倶楽部　定例会　●○○
テーマ：サプリメントの正しい知識

講　師：大手サプリメントメーカー　健康食品相談室　担当医師　石橋　明博氏

日　時：2013年3月16日（土）14:00 ～ 17:00
場　所：トヨタ自動車（株）池袋アムラックスビル６階６０４会議室

	


（１）サプリメントに関して
・どうしてサプリメントを使いたいのか
→体調維持、ダイエット、疲労回復など。現在、国民の約３／４が日常生活で使用している。
※サプリメントの基本：適正な食生活と運動習慣が基本。あくまで補助として使用する。
・サプリメントとは何か。医薬品、食品の中での位置

→からだに有効だと思われるもの。日本では食品の中に位置づけられ、医薬品ではない。
・サプリメントの市場規模
→トクホと合わせて約2兆円。（国民医療費全体が36.6兆円、代替医療が5兆円）
→副作用の報告も少なくない（肝機能障害が多く、死亡例もある）。
・サプリメントの種類
→抗酸化、ダイエット、整形（関節、軟骨、ロコモ予防）、美容、精力増進、その他の健康関連、がんに効果を期待するサプリなど
・表示の読み方
→医薬品と異なり、規格がない。
原材料の記載はあるが、薬事法で「○○に効く」など、薬と紛らわしい表記はできない。
服用、内服という言葉は使えず、「1日○粒目安にお召し上がり下さい」、効果は謳えず「〇〇に対する働きが期待できます」と案内。
・医薬品との違い（容量、価格の試算）
→一概に医薬品より成分が少なかったり価格が安いわけではない。

（２）相談室に寄せられる質問
・天然か、合成か？私にお勧めは？体調不良？サプリの不良品？など。
・サプリメント使用時の注意
→使用量・使用期限を守る。主治医に報告する。
具合が悪くなったとき、サプリメントが問題かわからないため。薬とサプリメントの成分が重複することもある。（本来は医師にもサプリメントに関する知識が欲しい。）

・一般薬との飲み合わせ
→事前にメーカーに確認することが望ましい。セントジョーンズワートなど精神領域に関連するサプリメントは、薬剤との相互作用の報告が多い。
・過剰症に注意すべきサプリメント
→油溶性ビタミンは体内に蓄積しやすい（特にビタミンＡ、Ｄ、Ｅ）
・サプリメントを賢く選ぶために
→サプリメントは医薬品ではない。本来は健康維持の補助が目的。

・サプリメントの将来
→海外では認められているサプリメントも日本での安全性は保証できない。今後、日本ではニーズもあり、拡大するだろう。医療費を抑制する面もあり、自己管理でサプリメントを使い体調を調整することもありうる。今後サプリメントに別の業界からの参入も考えられる。サプリメント選択には、「正しい知識」と「自己責任」で選ぶように。


（３）所管
サプリメントは医薬品ではなく、あくまでも食品であるが、その正しい知識を得て上手に利用することで、健康の増進、ひいては医療費の抑制にもつながる。
日本では規制のために医薬品のような効果効能・摂取方法の表示ができず、利用者の不便を感ずる面もある。消費者は、自己責任で効果、安全性、価格に問題のない商品を選びたい。そのために事業者が消費者の利便性をより向上させるような体制の整備も望みたい。

以上
報告者　26期　垣内　恵里
